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●  これはビックリ！ アッと驚く 大スクープ！！    ［第2弾・マニラ篇］ 

 

   髙山右近が、マニラに来て最初に訪れた「王宮」の場所は、どこにあったの？ 

 
 長年、「髙山右近研究」をしてきましたが、【マニラにおける髙山右近の足跡】について、日本側の研究者

たちの話や、本・資料などから教えられ、何の疑いもなく、ずっとそうだと思いこんできたのでしたが・・・・。 

とんでもない、まちがいがありました！  

 自分から出かけて行って、現地に立って考える ―ということが、いかに重要で、基本的なことなのか、と

いうことを、改めて思わされました。 

  

 ―― といいますのは、髙山右近さん達が、マニラの地に上陸して、まず最初に向かっていった“総督官

邸”のあった「王宮」（Palace 又は Palacio Real）についてです。 

 

 実は、これまでずっと、“マニラ大聖堂”の左斜め前に「INTRAMUROS ADMINISTRATION」（イントラムロス

行政局）がありますが、そこが「王宮」があった場所だと、研究者たち（日本）から教えられ、そのように思っ

てきたのでした。でも、そうではありませんでした！ 

 

 これはビックリ！ アッと驚く大スクープ！！ 

 

 「髙山右近・マニラの旅」から帰ってきた後、マニラでいただいた、りっぱな「INTRAMUROS MAP」を見てみ

ますと、スペイン語まじりの英語で、イントラムロスの地図と、各建物の解説がされています。 

  

 今一番知りたい建物の解説を、見てみましょう。 

 

【Palacio del Gobernador】  State residence of the Governor-General of the Philippines. 

                        First palace or Palacio Real constructed in 1599 near Plaza de Armas 

                           in Fort Santiago. 

                        Destroyed in 1645 earthquake.  Moved to present site. 

 

    【総督官邸】       フィリピン総督の官邸。 

                  最初の官邸 又は王宮は、1599年に、サンチャゴ要塞の「プラザ・アルマス」

の近くに建設された。 

                  1645年の地震で壊れてしまった。 現在に場所に移された。 

 

ということは、どういうことになりますか？ 

 

髙山右近さん達一行が、マニラに上陸したのは、１６１４年１２月１１日のことですから、その時の「王宮」 

（総督官邸）は、最初に建てられたもので、“サンチャゴ要塞”の中にあったというのです！ 

 

「プラザ・アルマス」（PLAZA ARMAS）は、“サンチャゴ要塞”の象徴的な建物である「サンチャゴ要塞門」 

（FORT SANTIAGO GATE）を入って、すぐの辺り一帯です。 

 

 これまでの研究での「王宮」の位置の確認は、イントラムロスの古地図によるものでしたが、1671年（イ 

グナシオ・ムリョスによるもの）、1713年（アントニオ・フェルナンデス・ロハスによるもの）などでした。 

 いずれも、「王宮」が、1645年に現在地に移されてからのものだったのです。髙山右近が、マニラに来て 

最初に訪れた「王宮」の場所ではなかったのです。 
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 というわけで、髙山右近さん達一行が、パッシグ川の船着場からマニラに上陸して、まず「王宮」に向か 

っていく道筋の変更が必要になりました。 

 

 今回の旅の写真報告 “行ってきました！「髙山右近・マニラの旅」”（１）の、NO.１５～１９までは、1645 

年以後の「王宮」に関してのことになりますので、訂正が必要です。 

 

 「王宮」が現在地に移ってきたのが1645年ですので、王宮の裏門 “ポスティゴ門”も、建設はその後の 

ことですから、右近さんが、この門を通って入られたということは、ありえません。先ほどの“MAP”の解説 

にも、 

      【Postigo del Palacio】   Built in １６６２．  １６６２年に建てられた 

と、書かれています。 

 

 確かに、「王宮」の場所だと思っていた所（イントラムロス行政局）と、「マニラ大聖堂」は、ななめ前の位 

置にありますから、右近さんが、総督の準備した馬車に乗っても、車輪が何回か回ったら、「マニラ大聖 

堂」になりますので、そこで降りられて、歓迎を受け、祈りの時をもたれたというのも、不自然なことでし 

た。 

 

 当時、「王宮」が“サンチャゴ要塞”の中の「プラザ・アルマス」の辺りにあったとすると、納得できます。 

 そこから、馬車に乗られて、まっすぐ、“レアル・デル・パラシオ通り”（王宮通り）を進んでいかれて、最 

初に「首都大司教座聖堂」（マニラ大聖堂）へ。続いて「サン・オーガスチン教会」。最後に、イエズス会の 

「サン・ホセ学院、聖アンナ教会」へ進んでいかれたというのが、イントラムロスの古地図から考えても、 

見事、ピッタリです！ 

 

 現在の地図でいいますと、 

“PASIG RIVER”の上陸地点 ― “SORIANO AVENUE” ― “FORT SANTIAGO”にあった「王宮」 ―  

“GENERAL LUNA”を通って、「MANILA CATHEDRAL」 ― 「SAN AGUSTIN CHURCH」 ― イエズス 

会の学院・教会へ 

ということになります。 

 

 これはビックリ！ アッと驚く大スクープ！！ 

髙山右近が、マニラに来て、最初に訪れた「王宮」は、“サンチャゴ要塞”の中にあった！ 

 

 このことの発見が、今回の「髙山右近・マニラの旅」の、一番の収穫となりました。 

 

 

       義人は、なつめやしの木のように栄える。(詩篇92:12) 
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※ 右近さんが訪れた「王宮」の場所だと勘違いしていた所 

 

 

 
 

※ ［イントラムロス］ 

１ パッシグ川の、右近さん達の上陸地点 

② 右近さんが訪れた「王宮」のあった所（1599年～1645年） 

× 勘違いしていた「王宮」の場所（1645年～ ） 

３ マニラ大聖堂 

４ サン・オーガスチン教会 

５ イエズス会の「サン・ホセ学院＆聖アンナ教会」 

６ 右近さんの居住地（サン・ミゲルの家） 


